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山 芋





しんくしてほった土の底から

大きな山芋やまいもをほじくりだす

でてくる　でてくる

でっこい山芋

でこでこと太った指のあいだに

しっかりと　土をにぎって

どっしりと　重たい山芋

おお　こうやって　もってみると　　

どれもこれも　みんな百姓の手だ

土だらけで　まっくろけ

ふしくれだって　ひげもくじゃ

ぶきようでも　ちからのいっぱいこもった手

これは　まちがいない百姓の手だ

つぁつぁ*の手　そっくりの山芋だ

おれの手も　こんなになるのかなあ




　　　　　　　　　　＊つぁつぁ＝父おや







畑うち





どっかん　どっかん

たがやす

むっつん　むっつん

たがやす

鍬をぶちこんで　汗をたらして

どっかん　どっかん

うんとこ　うんとこ

たがやす




葡萄園ぶどうえんの三人兄弟*みたいに

深くたがやせば　たからが出てくる

くわの　つったたるまで　たがやす

長い長い　ごんぼうできよ

まっかな人蔘にんじんもできよ

ぶっつん　ぶっつんと

でっかい大根もはえてこい

かぶでも　山芋でも　でっこくふとれ




たがやせば　畑から　たからがでてくるのだ

汗をたらせば　たからになって　生まれてくるのだ

うまいことを　いったもんだ

けれどもそれは　ほんとのことだ

ぐっつん　ぐっつん

腰までぶちこむほどたがやす

星がでてくるまでたがやす




　　　　　　　　　　＊葡萄園の三人兄弟＝フランス童話。イソップ物語にもある。







虫けら





畑をたがやしていると

いろいろな虫けらがでてくる

土の中にも

こんなに　いろいろなものが生きているのだ

こんな　小さなものでも

すをつくったり　こどもをうんだり

くいあいをしたり

何をたのしみに　生きているんかしらないが

ようも　まあ　たくさん　生きているもんだ







雑 草





おれは雑草になりたくないな

だれからもきらわれ

芽をだしても　すぐひっこぬかれてしまう

やっと　なっぱのかげにかくれて　大きくなったと思っても

ちょこっと　こっそり咲かせた花がみつかれば

すぐ「こいつめ」と　ひっこぬかれてしまう

だれからもきらわれ

だれからもにくまれ

たいひの山につみこまれて　くさっていく

おれは　こんな雑草になりたくないな

しかし　どこから種がとんでくるんか

取っても　取っても

よくもまあ　たえないものだ

かわいがられている野菜なんかより

よっぽど丈夫な根っこをはって生えてくる雑草

強い雑草

強くて　にくまれもんの雑草







虫けら





一くわ

どっしんとおろして　ひっくりかえした土の中から

もぞもぞと　いろんな虫けらがでてくる

土の中にかくれていて

あんきにくらしていた虫けらが

おれの一くわで　たちまち大さわぎだ

おまえは　くそ虫といわれ

おまえは　みみずといわれ

おまえは　へっこき虫といわれ

おまえは　げじげじといわれ

おまえは　ありごといわれ

おまえらは　虫けらといわれ

おれは　人間といわれ

おれは　百姓といわれ

おれは　くわをもって　土をたがやさねばならん

おれは　おまえたちのうちをこわさねばならん

おれは　おまえたちの　大将でもないし　敵でもないが

おれは　おまえたちを　けちらかしたり　ころしたりする

おれは　こまった

おれは　くわをたてて考える




だが虫けらよ

やっぱりおれは土をたがやさんばならんでや*

おまえらを　けちらかしていかんばならんでや

なあ

虫けらや　虫けらや




　　　　　　　　　　＊ たがやさなければならないのだよ
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詩集『山芋』（抄）
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